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1. 平成30年6月期第3四半期の業績（平成29年7月1日～平成30年3月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年6月期第3四半期 12,622 6.2 515 △10.3 472 △6.7 364 8.4

29年6月期第3四半期 11,882 △12.7 574 △43.3 506 △46.4 336 △42.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年6月期第3四半期 281.29 ―

29年6月期第3四半期 259.32 ―

※平成30年１月１日を効力発生日として、10株を１株とする株式併合を実施したため、前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり純利
益を算定しております。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年6月期第3四半期 14,305 3,759 26.3

29年6月期 11,467 3,520 30.7

（参考）自己資本 30年6月期第3四半期 3,759百万円 29年6月期 3,520百万円

※平成30年１月１日を効力発生日として、10株を１株とする株式併合を実施したため、前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり純資
産を算定しております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年6月期 ― ― ― 10.00 10.00

30年6月期 ― ― ―

30年6月期（予想） 85.00 85.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

※当社は、平成30年１月１日を効力発生日として普通株式10株を１株の割合で株式併合を実施したため、平成30年６月期（予想）の１株当たり期末配当金につ
きましては、当該株式併合を考慮した金額を記載しております。なお、株式併合を考慮しない場合の平成30年６月期（予想）の１株当たり期末配当金は８円50銭
となります。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

3. 平成30年 6月期の業績予想（平成29年 7月 1日～平成30年 6月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,983 △4.2 559 △26.7 495 △27.8 374 △15.3 288.90

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

※平成30年６月期の業績予想（通期）における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。株式併合を考慮しない場合の平成
30年６月期の業績予想（通期）における１株当たり当期純利益は28円89銭となります。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記
事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年6月期3Q 1,331,220 株 29年6月期 1,331,220 株

② 期末自己株式数 30年6月期3Q 34,370 株 29年6月期 34,346 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年6月期3Q 1,296,849 株 29年6月期3Q 1,296,916 株

※平成30年１月１日を効力発生日として、10株を１株とする株式併合を実施したため、前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期末発行
済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算出しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に
基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績棟は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の
前提となる仮定等については【添付資料】３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

２．平成29年９月28日開催の第46期定時株主総において、株式併合について承認可決され、平成30年１月１日を効力日として普通株式10株につき１株の割合
をもって株式併合を実施しました。併せて同日付で単元株式数の変更（1,000株から100株への変更）を実施しました。なお、株式併合を考慮しない場合の平成30
年６月期の配当予想および業績予想（通期）は以下のとおりです。

（１）平成30年６月期の配当予想　

　　　１株当たり配当金

　　　期末　８円50銭

（２）平成30年６月期の業績予想

　　　１株当たり当期純利益

　　　通期　28円89銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、企業の生産や設備投資は緩やかに増加し、企業収益は改善し、

雇用情勢は改善に着実さが見られました。また、個人消費や輸出には緩やかな持ち直しの動きが見られ、消費者

物価は横ばいから緩やかな上昇に転じました。

　日経平均株価は２万４千円台に達したものの、その後一時は２万1千円を切る動きを見せ、ドル円レートは円高

傾向に推移しました。米国の政策不安定性や欧州における地政学的リスク、アジア新興国等の政策の不確実性な

どのリスク要因はあるものの、国内景気は緩やかな回復が持続しています。

　建設業界におきましては、民間設備投資はおおむね堅調に推移しているものの、県内の公共工事や新設住宅着

工戸数は前年を下回る状況で推移しています。一方で２年後の東京オリンピック・パラリンピック開催に向けた

建設需要の活性化等により、施工管理者及び建設労働者不足や資材調達の不安定化などにより、施工体制の維持

が先行き懸念されます。

　介護業界におきましては、平成28年度の高齢化率が27％を超え、介護サービスの需要は高まっております。ま

た介護従事者の有効求人倍率は高水準で推移しており、介護職員の安定確保が経営上の最重要課題となっており

ます。

　このような情勢のなか、当社は、神奈川・東京を中心とした営業エリアにおいて、お客様の感動を創造し、人

生のさまざまなステージを支える生活舞台創造企業を目指して事業展開を図ってまいりました。

　この結果、第３四半期累計期間における業績は、売上高126億22百万円（前年同期比6.2％増）、営業利益５億

15百万円（前年同期比10.3％減）、経常利益４億72百万円（前年同期比6.7％減）、四半期純利益３億64百万円

（前年同期比8.4％増）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりです。

　なお、セグメント利益は四半期損益計算書における営業利益に対応しております。

　

① 建設事業

　 戸建住宅部門で引き渡し物件が減少したものの、建設部門では、大型物件の引き渡しが順調だったため、完成工

事高は増加し、完成工事利益は前年同期実績を下回りました。

　 以上の結果、２部門を合わせた当事業の売上高は72億98百万円（前年同期比9.1％増）、営業利益は5億50百万円

　（前年同期比15.1％減）となりました。

② 不動産販売事業

　 当第３四半期における不動産部門に係る売上は仲介手数料のみとなりました。

　 以上の結果、当事業の売上高は1百万（前年同期比95.1％減）、営業利益は1百万円（前年同期比313％増）となり

　ました。

③ 建物管理事業

　 建物管理部門では、大規模修繕工事を含めた工事全般の進捗が回復したものの、賃貸事業部門一括借上事業の

　収支悪化を主因として、利益は計画を下回りました。

　 以上の結果、当事業の売上高は26億83百万円（前年同期比0.6％増）、営業利益は1億77百万円（前年同期比3.4％

　減）となりました。

④ 介護事業

　 介護部門では、有料老人ホーム10施設の入居者数が年度計画に比較して順調に推移したため、施設稼働率は計画

　を大きく上回り改善しました。

　 以上の結果、当事業の売上高は26億38百万円（前年同期比5.6%増）、営業利益は1億85百万円（前年同期比92.1％

　増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

(資産の部）

　 当第３四半期会計期間末における資産の残高は、143億５百万円(前事業年度末残高114億67百万円)となり28

億37百万円増加しました。その主な要因は、完成工事未収入金が16億76百万円、未成工事支出金が５億１百万

円増加したことにあります。

(負債の部)

　 当第３四半期会計期間末における負債の残高は、105億45百万円(前事業年度末残高79億46百万円)となり25億

98百万円増加しました。その主な要因は、未成工事受入金が11億20百万円増加、短期借入金が16億78百万円増

加したことにあります。

(純資産の部)

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、37億59百万円(前事業年度末残高35億20百万円)となり２

億38百万円増加しました。

②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期累計期間における現金同等物は、前事業年度末と比べて２億１百万円増加し、12億４百万円と

なりました。

　当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動におけるキャッシュ・フロー)

　営業活動の結果使用した資金は、８億29百万円(前年同期は８億40百万円使用)となりました。主な増加要因

は未成工事受入金の増加額11億20百万円、主な減少要因は売上債権の増加額16億77百万円であります。

(投資活動におけるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果使用した資金は、４億32百万円(前年同期は84百万円使用)となりました。主な減少要因は有

形固定資産の取得による支出２億89百万円であります。

(財務活動におけるキャッシュ・フロー)

　財務活動の結果獲得した資金は、14億63百万円(前年同期は11億14百万円獲得)となりました。主な増加要因

は短期借入金の増加額16億78百万円、長期借入れによる収入７億70百万円であり、主な減少要因は長期借入金

の返済による支出８億22百万円であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成30年６月期の業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成29年８月10日に公表しました業績

予想を変更いたしました。詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知

らせ」をご参照ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年６月30日)

当第３四半期会計期間
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,152,604 2,405,954

受取手形・完成工事未収入金等 1,584,935 3,261,403

未成工事支出金 653,171 1,154,430

不動産事業支出金 279,885 282,868

貯蔵品 35,729 33,345

その他 443,185 544,284

貸倒引当金 △4,015 △9,222

流動資産合計 5,145,496 7,673,063

固定資産

有形固定資産

土地 1,740,883 1,943,443

その他（純額） 803,979 840,195

有形固定資産合計 2,544,862 2,783,639

無形固定資産

無形固定資産合計 47,930 46,879

投資その他の資産

差入保証金 3,049,658 3,137,271

その他 681,089 665,812

貸倒引当金 △1,262 △1,569

投資その他の資産合計 3,729,485 3,801,515

固定資産合計 6,322,278 6,632,033

資産合計 11,467,774 14,305,097

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 993,071 1,418,641

短期借入金 660,000 2,338,520

1年内返済予定の長期借入金 962,908 822,288

1年内償還予定の社債 32,800 20,000

未払法人税等 137,705 24,595

未成工事受入金 833,980 1,954,723

完成工事補償引当金 95,505 97,078

賞与引当金 33,530 52,522

転貸損失引当金 22,020 19,836

厚生年金基金解散損失引当金 78,816 －

その他 1,183,215 864,914

流動負債合計 5,033,553 7,613,119

固定負債

社債 70,000 50,000

長期借入金 1,391,876 1,479,902

預り保証金 1,293,132 1,242,368

転貸損失引当金 124,132 109,765

その他 34,288 50,637

固定負債合計 2,913,429 2,932,673

負債合計 7,946,982 10,545,793
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年６月30日)

当第３四半期会計期間
(平成30年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 867,500 867,500

資本剰余金 549,500 549,500

利益剰余金 2,151,853 2,386,962

自己株式 △88,297 △88,436

株主資本合計 3,480,556 3,715,526

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 40,235 43,777

評価・換算差額等合計 40,235 43,777

純資産合計 3,520,792 3,759,303

負債純資産合計 11,467,774 14,305,097
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成29年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年７月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高

完成工事高 7,336,476 7,962,657

不動産事業等売上高 2,047,685 2,021,350

介護事業売上高 2,498,129 2,638,889

売上高合計 11,882,291 12,622,897

売上原価

完成工事原価 6,023,425 6,801,715

不動産事業等売上原価 1,828,551 1,756,083

介護事業売上原価 2,334,409 2,386,967

売上原価合計 10,186,386 10,944,766

売上総利益

完成工事総利益 1,313,051 1,160,941

不動産事業等総利益 219,133 265,266

介護事業総利益 163,720 251,922

売上総利益合計 1,695,905 1,678,130

販売費及び一般管理費 1,120,955 1,162,454

営業利益 574,949 515,675

営業外収益

受取利息 5,864 3,764

受取配当金 5,844 3,689

受取保険金 10,000 －

助成金収入 1,761 2,877

その他 3,041 5,386

営業外収益合計 26,511 15,718

営業外費用

支払利息 72,746 51,712

その他 21,920 6,994

営業外費用合計 94,667 58,706

経常利益 506,793 472,686

特別利益

厚生年金基金解散損失引当金戻入額 － 50,517

資産受贈益 － 50,412

投資有価証券売却益 34,301 －

特別利益合計 34,301 100,929

特別損失

ゴルフ会員権売却損 － 7,877

特別損失合計 － 7,877

税引前四半期純利益 541,094 565,739

法人税、住民税及び事業税 169,168 153,165

法人税等調整額 35,613 47,777

法人税等合計 204,781 200,943

四半期純利益 336,313 364,796
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成29年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年７月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 541,094 565,739

減価償却費 65,844 64,111

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,432 5,513

賞与引当金の増減額（△は減少） 21,374 18,991

受取利息及び受取配当金 △11,709 △7,454

支払利息 72,746 51,712

ゴルフ会員権売却損益（△は益） － 7,877

資産受贈益 － △50,412

前払年金費用の増減額（△は増加） △14,091 △12,543

売上債権の増減額（△は増加） △393,062 △1,677,164

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △42,143 1,572

投資有価証券売却損益（△は益） △34,301 －

転貸損失引当金の増減額（△は減少） － △16,551

厚生年金基金解散損失引当金の増減額（△は減
少）

－ △78,816

未成工事支出金の増減額（△は増加） △832,541 △501,258

不動産事業支出金の増減額（△は増加） 33,000 △2,983

仕入債務の増減額（△は減少） 59,221 425,570

未成工事受入金の増減額（△は減少） 690,869 1,120,743

預り保証金の増減額（△は減少） △126,022 △50,763

その他 △334,994 △431,669

小計 △302,281 △567,786

利息及び配当金の受取額 6,018 3,781

資産受贈による受取額 － 50,412

利息の支払額 △78,933 △52,549

法人税等の支払額 △464,925 △263,174

営業活動によるキャッシュ・フロー △840,121 △829,316

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 11,000 274,032

定期預金の預入による支出 △260,649 △325,598

有形固定資産の取得による支出 △64,112 △289,778

ゴルフ会員権の売却による収入 － 22,550

投資有価証券の売却による収入 59,990 －

差入保証金の回収による収入 179,050 －

長期貸付金の回収による収入 987 1,002

その他 △10,459 △114,407

投資活動によるキャッシュ・フロー △84,192 △432,198

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 1,512,502 1,678,520

長期借入れによる収入 1,080,000 770,000

長期借入金の返済による支出 △1,357,959 △822,594

社債の発行による収入 100,000 －

社債の償還による支出 △38,800 △32,800

自己株式の取得による支出 △86 △139

配当金の支払額 △181,571 △129,687

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,114,084 1,463,298

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 189,770 201,784

現金及び現金同等物の期首残高 1,057,830 1,002,598

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,247,601 1,204,382
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　 （セグメント情報等）

　 【セグメント情報】

　 Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成28年７月１日 至 平成29年３月31日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期
損益計算書
計上額
(注)２建設事業

不動産販売
事業

建物管理
事業

介護事業

売上高

(1) 外部顧客への
　 売上高

6,684,355 34,073 2,665,732 2,498,129 11,882,291 － 11,882,291

(2) セグメント間
　 の内部売上高
　 又は振替高

－ － － － － － －

計 6,684,355 34,073 2,665,732 2,498,129 11,882,291 － 11,882,291

セグメント利益 649,130 388 184,254 96,532 930,306 △355,357 574,949

　 (注) １．セグメント利益の調整額△355,357千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

　 主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 ２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　 Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成29年７月１日 至 平成30年３月31日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期
損益計算書
計上額
(注)２建設事業

不動産販売
事業

建物管理
事業

介護事業

売上高

(1) 外部顧客への
　 売上高

7,298,858 1,650 2,683,498 2,638,889 12,622,897 － 12,622,897

(2) セグメント間
　 の内部売上高
　 又は振替高

－ － － － － － －

計 7,298,858 1,650 2,683,498 2,638,889 12,622,897 － 12,622,897

セグメント利益 550,711 1,605 177,890 185,482 915,688 △400,012 515,675

　 (注) １．セグメント利益の調整額△400,012千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

　 主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 ２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。
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